
このたびの再建事業では、焼失前の邸宅のうち、応接間棟・新館棟をメインに再建しました。そのうち、玄関

と新館棟は近代数寄屋建築で有名な吉田五十八設計の建物を再現しており、随所に吉田五十八の建築の特徴が

みられます。すっきりとした直線によって構成された建物は、モダンな雰囲気を醸し出しています。さらに、

旧吉田茂邸は体験型の博物館施設として、吉田が生きていた当時の様子に近づけています。

また、邸内には展示スペースを設け、展示を行う予定です。どなたでも利用できる研修室も設けていますので、

ぜひご利用ください。

い そ や

応接間棟
昭和 20 年代、吉田が内閣総理大臣であった時代に建てられた棟です。２階の書斎には、

官邸直通の黒電話が置かれていました。また、大磯の船大工が関わったという舟形の浴槽

も建物の一部として再現されています。

新館
昭和 30 年代、吉田は海外からの賓客を迎えるため、著名な建築家・吉田五十八に設計を

依頼しました。近代数寄屋建築と呼ばれる建築様式をもちい、和と洋が融合された近代的

な造りとなっています。応接間であった「金の間」からは、吉田が愛した富士山をはじめ、

箱根の山々と相模湾を一望できる、素晴らしい眺望となっています。また、吉田が最期を

迎えた寝室「銀の間」も、亡くなった当時のベッドを再現しています。

※写真はオープン前のものです。オープン時には、家具や調度品を再現・設置し、当時の様子に近づけます。
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